
データキャッシュオプション

システムモニタ

ステータス

キャッシュモニタ

O&O CleverCache 6 Server  Editionは、Windows 2000、Windows 2003、Windows XP、Windows Vistaのファイルキャッシュ管
理最適化のためのユニークなツールです。驚くことに、パフォーマンスがもとのシステム速度の2倍にまで向上することも可能です。しかも
全ての作業は、追加のハードウェアをつける必要も、システムの安定性を制限することもなく行うことができます。O&O CleverCacheを
インストールすれば、それだけで完了です。新しい設定も、再起動も必要ありません。

O&O AutoSense
O&O AutoSenseでO&O CleverCacheはプログラムの働きを容易にする事前設定を行いま
す。O&O AutoSense-Profi leが選択されていると、すべてのシステムのスタートアップが解析
されます。たとえメインメモリに変更が加えられたとしても、新しいハードウェアが最適な利
用条件になるように、O&O CleverCacheが自動的に設定を更新します。また、ユーザプロフ
ァイルでお客様独自の設定をすることもできます。たとえばビデオ編集やゲームを決まった場
所に読み込むなど、自分だけの特別設定ができるのです。O&O CleverCache 6ではこのプロ
ファイルをデータとして書き込む、または読み込むことができます。

O&O Mem-O-Free
O&O CleverCache 6にはMem-O-Free機能も搭載されています。Mem-O-Freeを使えば、
Windowsで使用可能なメモリの量を調整することも可能です。空き容量が設定の限界値よ
り下回るとMem-O-Freeが起動し、Windowsに不要なデータをスワップするよう指令を出
し、空き容量を増やします。これによって貴重なメインメモリが再びほかのアプリケーション
に使用できるようになります。

O&O Mem-O-Safe
ハードディスクにデータを保存する場合、すぐに直接ハードディスクには保存されず、一旦ファ
イルキャッシュとしてバッファリングされ、ある一定の時間が経過した後保存されます。この
時間はシステム稼働率やデータオペレーティングなどのパラメータによってWindowsが決定
します。この4秒から15秒ほどの間にシステムダウンや停電などが起こると、貴重なデータが
失われかねません。このような状態は、多くの場合、ユーザー側のミス、システムクラッシュ、
停電などがあったときに見られます。
そこでMem-O-Safe搭載のO&O CleverCache 6は、このアップデート間隔に対し耐久性を
持たせます。ハードディスクへのアップデート間隔をユーザ自身が決められるのです。特に企
業の重要な情報を含むデータサーバ、およびデータバンクサーバは、システムダウンなどの
際のデータの損失を最小限に防ぐために、短い間隔であることが重要です。

New: システム　チューニング
この新しい「システムチューニング」には、パフォーマンスを最適化、スピードアップできる機
能も含まれています。この機能を使えばオペレーティングシステムのパフォーマンスを改善す
ることができます。この機能を通じてオペレーティングシステムの、通常Windows標準ツー
ルでは変更できないシステムパラメータにもアクセスできるようになります。

隠れたシステムリソースをアクティブに！

O&O CleverCache 6
Server Edition



動作環境
  Intel®Pentium®200MHzもしくは同
 等以上のシステム
  64 MB RAM
  30MBハードディスク空き容量
  CD ROMドライブ
  VGA (800x600/256色以上)
  キーボードとマウス
  Windows 2000 Server（全エディショ 
 ン）、Windows Server 2003 Server（
 全エディション）、Windows Vista

O&O Software GmbH
Am Borsigturm 48
13507 Berlin
Germany

Tel  +49 (0)30 4303 4303
Fax +49 (0)30 4303 4399

E-mail info@oo-software.com
Web www.oo-software.com

© 1998-2007 O&O Software GmbH. All 
Right reserved. O&O および O&Oの企業ロゴ
は O&O Software GmbH の登録商標です。こ
こに記載されているその他のブランド名は各占
有者が所有します。

システムモニター
このシステムモニターではPCシステムコンポーネントの最も重要なパフォーマンスを監視する
ことができます。この機能でプロセッサー、メインメモリ、システムキャッシュ、およびハード
ディスクの最新のステータスレポートを受け取ることができます。

New:  Windows Vista対応
New:  64bit対応
New:  Windows Vista Compatible
New:  O&O AutoSenseプロファイル
New:  独自プロファイルの設定、書き  
   込み、読み込み
New:  詳細なメモリ使用状況とキャッ 
   シュのステータス
New:  システムチューニングとシステム
      モニター

  最重要システムコンポーネント監視機、
 システムチューニング、タスクトレイ 
 のコントロールと監視
  WindowsXP、2000、NT向けに改善さ 
 れたファイルキャッシュ管理
  Mem-O-Freeでメインメモリの空き容 
 量を増量
  Mem-O-Safeでシステムクラッシュ 
 時のセキュリティを強化

製品の特徴と概要
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